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『第７回神奈川県安全性向上委員会』の開催結果について

～新たな交通安全課題箇所：５３箇所などが了承されました～

問 い 合 わ せ 先

発表記者クラブ

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 神奈川県政記者クラブ 相模原記者クラブ

平成２２年１２月１７日（金）
国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所

横浜国道事務所と神奈川県内の各自治体では、交通事故対策について、地域の皆さまや、

様々な分野の方々からのご意見をお伺いし、道路施策に反映することを目的に、平成17 

年1２ 月に「神奈川県安全性向上委員会」を設置しているところです。

去る平成22 年1２ 月９ 日に、第７回目となる「神奈川県安全性向上委員会」を開催し、

『アンケート調査結果確認』及び『交通安全課題箇所抽出方法』『交通安全課題箇所抽出

結果』などについてご意見をいただき、新たな交通安全課題箇所を決定しましたので、お

知らせします。

神奈川県安全性向上委員会事務局
横浜国道事務所 電 話 045-311ｰ2981（代）

計画課長 平岩 洋三（内線261）

交通対策課長 滝沢 貞男（内線471）

ひ ら い わ よ う ぞ う

た き ざ わ さ だ お

●アンケート調査結果から、以下の事故について、減らしてほしいとの意見
が多数あり、今回の抽出の重要な指標とすることが了承されました。

・子供が被害に遭う事故
・歩行者が関連する事故
・亡くなられる方が多い重大な事故
・通学路として利用されている道路で発生する事故
・歩行者の交通量の多い道路で発生する事故

●アンケート調査結果を踏まえた『新たな交通安全課題箇所』の抽出方法と
して、アンケート調査結果を踏まえた重要な指標の他、『神奈川県内の特
徴的な事故』などに配慮して抽出することが了承されました。

●会議では、『新たな交通安全課題箇所』の代表箇所として『５３箇所』
とすることが了承されました。

●今後、『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』の名称を用いる
ことを報告しました。

第８回の委員会は、平成２３年度に予定しています。



『第７回神奈川県安全性向上委員会』

■開催日時

平成22 年1２ 月9 日（木）１０：００～１２：００

■開催場所

横浜国道事務所大会議室

■委員会名簿

議事概要

横浜国立大学大学院工学研究院 准教授 岡村 敏之（委員長）

（社）神奈川県安全運転管理者連合会 常務理事 羽太 洋一郎

（財）横浜市交通安全協会 常務理事 河野 昭雄

（社）川崎市交通安全協会 専務理事 松浦 正寿

（社）神奈川県トラック協会 専務理事 大川 充麿

（社）神奈川県タクシー協会 専務理事 会田 辰三郎

（社）神奈川県バス協会 常務理事 山崎 利通

国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所長 和泉 晶裕

国土交通省 関東地方整備局 川崎国道事務所長 秋山 均

国土交通省 関東地方整備局 相武国道事務所長 吉田 秀範

神奈川県警察本部交通部交通規制課長 栁川 浩介

神奈川県安全防災局安全安心部 くらし安全交通課長 怒田 伸行

神奈川県県土整備局道路部 道路管理課長 三浦 雅彦

横浜市道路局 道路部長 末廣 良和

川崎市建設緑政局道路河川整備部 担当部長 江澤 一夫

相模原市都市建設局 土木部長 古川 交末

東日本高速道路株式会社 関東支社 京浜管理事務所長 佐藤 隆二

中日本高速道路株式会社 東京支社 保全・サービス事業部

道路管制センター 交通管制チームリーダー 沢本 直樹

首都高速道路株式会社 神奈川管理局

調査・環境グループ 課長 鈴木 和夫



■議事

（１）第６回委員会の概要

（２）アンケート調査結果の報告

（３）交通安全課題箇所の抽出方法と抽出結果

（４）『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』（案）の提示

（５）アンケート重複意見箇所の扱いについて

《会議での了承事項》

『新たな交通安全課題箇所の50箇所』の他、『アン

ケート調査結果から具体的な危険箇所3箇所』を追加し、

53箇所が了承されました。

■委員からの主な意見等

【（１）アンケート調査結果確認について 】

・短い時間で多くの意見を集め、対象の年代・性別・居住地域などバランスよく

とられたアンケートである。

・一般アンケート、協会アンケートにおける「ヒヤリハット体験箇所」、「追

加事故危険箇所」として、具体に上がった交差点は、各管理者に内容を報告し、

今後の対策の資料として活用して頂きたい。

【（２） 交通安全課題箇所抽出方法の確認について 】

・抽出の基準は、事故“率”がベースになっているが、事故“件数”が突出して

いる箇所は、適確にフォローして欲しい。

【（３） 交通安全課題箇所抽出結果の確認について 】

・アンケート調査で、具体的な危険箇所として意見が多かった箇所については、

交通安全課題箇所に含めるべきである。

委員長のあいさつ 委員会の状況



『第７回神奈川県安全性向上委員会』について

【これまでの取り組み】
『神奈川県安全性向上委員会』は、交通事故対策について、様々な分野の方々から

の意見をお伺いし、「要事故対策箇所の選定」「事故対策の立案」「対策結果の確認

（フォローアップ）」について検討することを目的に、平成17年12月に設置してい

るところです。

参 考

【これからの取り組み予定】

『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』の公表
関東地方整備局管内全体でとりまとめ発表

（平成２２年１２月中旬）

第２回委員会（平成18年 1月開催）

第１回委員会（平成17年12月開催）

第３回委員会（平成18年 3月開催）

第４回委員会（平成18年11月開催）

第５回委員会（平成19年 3月開催）

第６回委員会（平成22年10月開催）

第７回委員会（平成22年12月開催）

アンケート調査（平成18年 2月実施）

アンケート調査（平成22年11月実施）

事故対策実施箇所のフォローアップ
新たな交通安全課題箇所選定に向けた
抽出方法の確認
アンケート調査方法と調査票について

アンケート調査結果の確認

新たな交通安全課題箇所の代表区間

『５３箇所』の選定

新規対策箇所の検討
対策済み箇所のフォローアップ
（対策後数ヶ月）

要対策箇所の選定（１５箇所）
事故対策の立案

交通安全課題箇所を抽出する上で、県民・
道路利用者の『事故に対する考え』を把握

●

●

●



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 死傷事故率 死傷事故率の県内上位１０箇所を抽出 

Ｂ 

アンケート結果 

を踏まえた重要 

な指標 

・亡くなられる方が多い重大な事故 

・子供が被害に遭う事故 

・歩行者が関連する事故 

・通学路として使用されている道路 

・歩行者が多い道路（あんしん歩行エリア） 

Ｃ 

神奈川県内の 

特徴的な事故 

・追突事故 

・二輪車が関連する事故 

・自転車が関連する事故 

・左折事故 

・右折事故 

・高齢者が被害に遭う事故 

Ｄ 安全性の危惧 地域からの声、事故発生の危険の可能性が考えられる箇所を抽出 

Ｅ 
アンケート結果 

ヒヤリハット箇所 

アンケート調査の結果、ヒヤリハット意見が重複した箇所から、 

死傷事故率、特徴的な事故に配慮して抽出 

神奈川県内 主な交通安全課題箇所『５３箇所』 

の各事故率上位５箇所

を抽出 

の各事故率上位１０箇所から 

死傷事故率およびヒヤリハット箇所

に配慮して抽出 

神奈川県の主な交通安全課題箇所 位置図 

交通安全課題箇所５３箇所の抽出の視点 




